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1．．．．はじめにはじめにはじめにはじめに     

既製杭の打設に関して，従来工法で施工した際は芯ず

れを起こす場合があり，精度が悪い場合は 100mm 以上

の偏心が生じることが有ります。基礎設計の再検討によ

り補強が必要となることや，結果によっては変更届の提

出にまで至り，非常に時間と労力が掛かってしまいます。

既製杭の打設精度を向上させるためにどのように工夫を

したか，改善事例として紹介します。 

 

2．工事概要．工事概要．工事概要．工事概要 

工事名称：（仮称）レーベン金沢駅西本町新築工事 

敷地面積：1 212.02㎡ 

延床面積：7 035.16㎡ 

構造規模：鉄筋コンクリート造 地上 17階 

杭仕様 ：既製杭 Hybridニーディング工法 

 

3．従来．従来．従来．従来の杭芯管理方法の杭芯管理方法の杭芯管理方法の杭芯管理方法 

従来の杭芯管理方法は，杭芯から直角 2 方向に逃げ杭

を打ち込み，掘削ロッド及び既製杭から逃げ杭までの距

離を定尺棒で検測するという方法です（写真 1，2）。 

 

写真 1 従来の杭芯管理方法 

 

写真 2 従来の杭芯管理方法 

 

この方法での問題点は，実際に検測している人によっ

て精度にバラつきが出てしまうことです。この程度で大

丈夫だろうと判断する作業員もいれば，高精度を求めて

努力する作業員もいると考えられます。検測者個々の技

量・感覚・経験の差により杭芯管理が不安定になり，大

きな偏心が生じる原因になると考えられます。 

また，逃げ杭の設置精度も，作業員の差によりバラつ

くため，正確さに欠ける逃げ杭に合わせた結果，大幅な

ずれを生むことも考えられます。一度逃げ杭を設置した

後は再確認も困難であり，ずれが発生した要因が不明の

ままになってしまいます。 

本工事では，監理者より偏心量管理値 50mm以内の高

精度を要求されるため，従来通りの管理方法では許容値

以内に納めることは大変厳しいと考え，新たに測量機器

を導入しての数値管理を検討しました。 
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4．改善方法．改善方法．改善方法．改善方法 

測量機器のトータルステーションを用いて，打設中の

杭をリアルタイムで測定管理する方法を検討しました。 

 

 

図 1   測定イメージ図 

 

図 1のように，打設する杭芯にトータルステーション

を設定し，掘削ロッド及び既製杭にノンプリズム測距を

かけて杭芯までの距離を測定します。杭芯までの距離と

測定値の誤差がロッド半径及び杭半径と同じ値であれば

杭芯ずれがないことになります。 

トータルステーションを設置する際，図面上の X,Y方

向もしくは X,Y 方向から 45°の位置に据えると，測定

値から杭芯位置を確認することができます。 

従来の施工方法と今回の施工方法の異なる点は，実際

の数値としてタイムリーに偏心量が確認できることです。

数値化されることによって，杭芯ずれが管理値以内に納

まるか否かが即時に判明するため，杭芯精度の向上が可

能となります。また，従来は掘削後に杭芯測量し，偏心

量を手作業で確認・記録していましたが，施工段階にお

いてリアルタイムに数値管理をすることにより，修正が

可能になります。 

打設重機や作業員の動きを止めることなく，作業開始

から終了までを，数値化による管理を行うことで，施工

品質と作業効率の向上が期待できます。 

                                                                                                                              

 

 

 

写真 3 測定中の写真 

                                                                                                                             

5．改善効果．改善効果．改善効果．改善効果 

本工事の全 44 本の杭は，測定結果として X,Y 方向共

に最大で 50mm，最小で 0mm の偏心量となり，全てを

許容管理値 50mm 以内のずれに納めることができまし

た。 

結果，大きな杭芯のずれも無く，基礎設計の再検討や

補強も行う必要が無く，スムーズに後工程へ繋げること

ができました。 

 

写真 4 監理者による杭芯確認 

 

6．考察．考察．考察．考察 

今後の杭工事は，更に監理が厳しくなっていくことが

予想されるため，今回新しく導入したトータルステー

ションを使用することで，測定管理を標準化し，杭打設

の精度向上と作業の高効率化を進化させたいと思います。 
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